
町民の声への回答 

タイトル：町議会の件 

 

【コメント】 

委員長辞職の否決から一転、可決？ 

理由は SNS によるものと新聞に書かれてありました。いったい列車問題はど

うなっているのでしょうか？ 

問題のすり替えではないですか。記者会見をすられるようですが、その辺を明

確にお願いします。 

列車問題は、どうでもいいというように思えてなりません。選挙して出られて

いない議員さんですから、定数を削減して議会を解散し、出直し選挙をするべき

です。 

 

【回答（１１月７日）】 

 車内での行動により他の乗客の皆様が不快感を持たれたことを深くお詫び申

し上げます。経緯につきましては、町のホームページに掲載しています謝罪文の

とおりです。今回いただきましたご意見を真摯に受け止め、今後は議会として信

頼回復に努めてまいります。 

  

八頭町議会議長 谷本 正敏 

 

(謝罪文) 

町民の皆様へ 

 

八頭町議会総務教育常任委員会視察研修におけるＪＲ乗車について謝罪 

 

さる１０月１８日に総務教育常任委員会県外視察研修時、行きの特急スーパ

ーいなば２号に乗車の際、指定席が予約できていると思い、ＪＲおよび旅行会社

の社員が自由席の席取りをしていた席に座り、岡山まで乗車してしまいました。 

郡家駅で乗車した際、満席状態で立ち客もあった中で、席取りの席にそのまま

座り続けてしまいました。事態がよく分からない乗客の方にとっては、議員の横

暴なやり方にとられたと思います。 

 委員会で、１０月２３日、２５日にＪＲおよび旅行会社から事実経緯の説明を



受け、原因はＪＲの社員が当初指定していた座席を誤って取り消したことが判

明いたしました。議員も不適切に確保された「自由席」に座り、車内での行動に

より他の乗客の皆様が不快感を持たれたことを深くお詫び申し上げます。 

 当日居合わせた乗客の皆様、また報道等でこのことを知った町民の皆様に対

して倫理、モラルの欠如を指摘されても当然です。議員は、町民の負託に応える

ため、高い倫理が課せられていることを自覚し、町民の代表として良心と責任感

を持って、議員の品位を保持することが求められています。 

今回私たち議員がとった行動を謝罪し、今後は議会、議員として二度とこのよ

うな事がないように、議員に課せられた責務の重大性を自覚し、信頼回復に努め

てまいります。 

 大変ご迷惑をおかけしまして申し訳ございませんでした。 
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【回答（１２月６日）】 

先般、今回の事は委員会の視察研修における問題であり、一つの事象について

の問い合わせだと捉え、統一した見解を示した方がよいと判断し、経緯を明らか

にした謝罪文で回答させていただきましたが、問い合わせ内容について再度整

理して回答させていただきます。 

１０月２５日の総務教育常任委員会における前委員長の辞任願が委員全員一

致で否決された理由は、「この事件の委員会としての謝罪、議員全員協議会への

報告、本会議での報告などについて委員長としての責任を全うするべきである」

でした。そして、同時に「マスコミ対応に関して、委員会で確認した事実報道に

ついてのみ委員長は対応する」ことを申し合わせました。 

ところが、その申し合わせがありながら委員長自らマスコミ対応を行いまし



た。内容の問題ではなく、このような対応が責任を全うするまで続投するとした

委員長として適切ではないとの意見が２９日に行われた総務教育常任委員会で

上がり、再び委員長から辞任願が出され、全会一致で辞任に同意しました。 

けっして、問題のすり替えではありません。 

「記者会見」については、新聞報道では「記者会見をするという」と伝えられ

ていましたが、雑談の中で出た意見だったものです。出直し選挙については、そ

のような意見もありましたが、議論にはいたりませんでした。 

今後は、品位を持って行動し、信頼回復に努めます。 

 

                    八頭町議会議長 谷本 正敏 

 

 


